
斜面上の運動　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（だんだん速くなる）

重力の斜面に平行な分力が、進む向きにはたらき続けるので、速さはだんだん速くなります。

よくあるまちがい：進む向きに力がはたらき続ける＝速くなり続ける。

問2　答え：イ（大きくなる）

角度が大きいほど斜面に平行な分力が大きくなり、速さの増え方も大きくなります。

よくあるまちがい：急な斜面ほど、速くなり方が大きい。

問3　答え：ウ（同じ速さで進み続ける）

水平面では進む向きの力がはたらかないので、慣性によって等速直線運動をします。

よくあるまちがい：水平でまさつなし＝等速直線運動。

問4　答え：ア（原点を通る右上がりの直線）

斜面を下る台車の速さは、時間に比例してふえるので、原点を通る右上がりの直線になります。

よくあるまちがい：速さが時間に比例してふえる＝原点を通る直線。

問5　答え：90cm/s

考え方

1. 30×3＝90cm/s

よくあるまちがい：速さの増え方が一定＝時間に比例。

問6　答え：55cm/s

考え方

1. 距離：4＋7＝11cm

2. 11÷0.2＝55cm/s

よくあるまちがい：0.2秒でわる＝5倍する。

問7　答え：イ（変わらない）

同じ斜面では、重力の斜面に平行な分力の大きさは一定です。一定の力がはたらき続けるので、速さが一定

の割合でふえます。

よくあるまちがい：速さがふえる＝力がふえる、ではない。

問8　答え：下の例

角度の大きい斜面の方が短い。角度が大きいほど重力の斜面に平行な分力が大きく、速さのふえ方が大き

いうえに、下る道のりも短いから。

採点のポイント：角度の大きい斜面の方が短い／平行な分力が大きく、速さのふえ方が大きい（道のりも

短い）

よくあるまちがい：「分力」の大きさが角度で変わることを使う。

理科ラボ https://rika-labojp.com/slope-motion-practice ｜図・問題は独自作成


